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地域福祉

災害福祉・災害ソーシャルワークと
地域福祉の架橋視点

北海道地域福祉学会2020年度 第2回 定例研究会

とき 2021年３月15日（月）18:00～20:00
オンライン開催

主催：北海道地域福祉学会 共催：日本地域福祉学会北海道支部

後援：社会福祉法人北海道社会福祉協議会、一般社団法人Wellbe Design

詳細は裏面及びQRコードからご確認ください

防災活動 災害支援活動



専門分野：地域福祉、災害ソーシャルワーク（災害福祉）

1995.3 佛教大学社会福祉学部卒業
1995.4 社福）兵庫県社会福祉協議会 入局
2000.4 非活）ひょうごセルフヘルプ支援センター立ち上げに関わる。

2009年3月まで副代表就任
2006.6 社福）兵庫県社会福祉協議会 退職
2006.8 有）コラボねっと（災害支援及び地域防災支援、地域福祉政策

領域を行う）客員研究員
2007.4 佛教大学大学院社会福祉専攻入学
2008.1 有）コラボねっと 事業部長就任
2009.3 佛教大学大学院社会福祉学専攻修了

有）コラボねっと 退職（現：客員研究員として在籍）
2009.4 佛教大学福祉教育開発センター講師就任 （現在に至る）

17:30～18:00 Zoom開設・チェックイン

18:00～18:10 開会

18:10～19:10 講演・話題提供

19:10～19:20 休憩

19:20～19:45 質疑応答・ディスカッション

19:45～19:55 まとめ

19:55～20:00 閉会

■講演・話題提供

災害福祉・災害ソーシャルワークと地域福祉の架橋視点
後 藤 至 功 氏（佛教大学福祉教育開発センター 講師／特非さくらネット 理事）

■プログラム

◼ エントリー及びお支払は、Peatixを利用します。
◼ 詳細は学会Webサイト（http://www.hacd.jp）でご確認ください。

■参加費（おひとり）

会員・学生（院生除）：無料
非会員：1,000円

■定員
100名

■お問い合わせ
info@hacd.jp 011-801-7450

（一般社団法人Wellbe Design）

当日３月15日

参加
音声はミュート設定

３月10日頃

ミーティング
ID・PWの受理

３月８日まで

エントリー＆支払い
（定員100名）

▲ ▲

■参加までの流れ
・参加やお申込み方法がわからない方
・請求書が必要な方 などは

上記に（なるべくメールで）
お問い合わせ願います。

・参加者一人ひとり、Webサイトより
お申込みください。

・必ずWebサイトの開催要綱をご確認
ください。

■ねらい
東日本大震災から10年が経過します。この10年は災害派遣福祉チームの設置や災害時要
配慮者支援の再編など、災害時の福祉的支援と災害に備えた平時の福祉的支援といった、
いわゆる“災害ソーシャルワーク”のあり方を熟考する期間でもありました。地域コミュニ
ティの弱体化、超高齢社会、社会資源の慢性的な不足など、災害時に被害を大きくさせる
「社会の脆弱性」に対し、地域福祉がどの様に作用するのか考えます。

※定員を超過した場合は先着順に
お受けいたします。

※会員区分は「北海道地域福祉学会員」若しくは
「日本地域福祉学会員」となります。


